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テーマ１：地域医療の充実

2

・中南和地域における医療提供体制
・県立医科大学附属病院の建替整備

奈良県知事
山下 真



中南和地域における医療提供体制①
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３
つ
の
責
任

奈良県民や事業者の安心と
暮らしへの責任

奈良県の子ども、
若者の未来への責任

豊かで活力ある
奈良県を創る責任



中南和地域における医療提供体制②

私が知事に就任するにあたり、県民

の皆さまに約束した「３つの責任」の

ひとつである「県民の安心と暮らしへ

の責任」を果たすため、「県民が安心

して医療を受けられる体制」の整備は

非常に重要なものと考えています。
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中南和地域における医療提供体制③

「県民の安心と暮らしへの責任」を

果たすため、県立医科大学や南和広域

医療企業団の取組など、地域医療の

充実を進めています。
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中南和地域における医療提供体制④

県立医科大学は、県内唯一の医育機関

であるとともに、県民を守る「最終ディ

フェンスライン」でもあることから、

令和７年４月に新キャンパスを開校し、

併せて大学機能移転後の跡地を活用し、

附属病院の整備に取り組んでいます。
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中南和地域における医療提供体制⑤

県と南和地域12市町村で構成する

南和広域医療企業団においては、

南和の中核病院である南奈良総合医療

センター運営のほか、へき地医療にも

取り組んでいます。
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8

中南和地域における医療提供体制⑥
奈良県における救急患者への対応体制

南奈良総合医療センター

県立医大附属病院

休日夜間診療所（イメージ）
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一次救急

休日夜間診療所等
（入院治療を必要としない比較的軽症の患者）

０.５次救急
救急安心センター電話相談 #７１１９
こども救急電話相談 #８０００

（救急車を呼ぶべきか、受診可能な医療機関の案内等の緊急相談窓口）

三次救急
県立医大附属病院、
県総合医療センター等

（二次救急では対応できない重篤な患者）

二次救急
西和医療センター、

南奈良総合医療センター等
（入院や手術が必要な重症患者）



中南和地域における医療提供体制⑦

三次救急医療機関及び県内唯一の

高度救命救急センターとして、「断ら

ない病院」を実践。
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県立医科大学附属病院は、県民を守る「最終ディフェンスライン」と
しての重要な役割を果たしています。

県立医科大学附属病院の役割



中南和地域における医療提供体制⑧

ドクターヘリの運営主体で

あり、県内全域を片道15分以

内でカバー。

昨年度の県内出動件数349件

のうち、約２／３は南部・東部

地域。山間地域における救命率

向上と後遺症の軽減に寄与。
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県立医科大学附属病院は、県民を守る「最終ディフェンスライン」と
しての重要な役割を果たしています。

県立医科大学附属病院の役割



中南和地域における医療提供体制⑨

総合周産期母子医療センターでは、

ハイリスク分娩への対応のほか、南奈良

総合医療センターと連携し南和医療圏の

分娩機能を確保。
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県立医科大学附属病院は、県民を守る「最終ディフェンスライン」と
しての重要な役割を果たしています。

県立医科大学附属病院の役割



老朽化・狭隘化の問題を抜本的に解決

するために、令和13年度竣工を目指し、

新外来棟（新Ａ棟）整備等を行います。

県立医科大学附属病院の建替整備①
県立医科大学附属病院の新外来棟（新Ａ棟）整備等を進めています。
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畝傍山キャンパスへの移転跡地を活用した現キャンパスの整備



【整備コンセプト】

・感染症や大規模災害への対応力強化、
医療機能の充実、利用者の利便性向上。

・アクセスの向上
第１駐車場（再整備予定）や近鉄新駅の
予定地に近くなります。

県立医科大学附属病院の建替整備②
県立医科大学附属病院の新外来棟（新Ａ棟）整備等を進めています。
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畝傍山キャンパスへの移転跡地を活用した現キャンパスの整備



県立医科大学附属病院の建替整備③
県立医科大学附属病院の新外来棟（新Ａ棟）整備等を進めています。

14

現キャンパス

第1駐車場

畝傍山キャンパスへの移転跡地を活用した現キャンパスの整備

新外来棟
（新Ａ棟）

新駅
予定地



テーマ１：地域医療の充実

15

・県立医科大学附属病院新A棟のすがた

奈良県立医科大学附属病院
院長 吉川 公彦



県立医科大学附属病院新A棟のすがた①

免震機能を有する新A棟の建設と現Ａ棟等既存施設の再整
備により、新たな医療機能の整備、従来の医療機能（基幹災
害拠点病院としての機能等）を強化

【新たな機能の整備】

○ 日帰り手術（デイサージャリー）が可能な手術室の

新設

○ 新Ａ棟に指定感染症病棟・外来を移設

令和13年度の竣工を目指して、県立医科大学附属病院の新Ａ棟整備等
を進めています。
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県立医科大学附属病院新A棟のすがた②

【従来の機能の強化】

○ 外来の面積を拡充

採血や画像診断等の外来機能を集約化

○ 外来化学療法室の増床

○ リハビリテーション室の拡張

令和13年度の竣工を目指して、県立医科大学附属病院の新Ａ棟整備等
を進めています。
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県立医科大学附属病院新A棟のすがた③

令和13年度の竣工を目指して、県立医科大学附属病院の新Ａ棟整備等
を進めています。
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新駅
予定地

新外来棟

※イメージ図



テーマ２：スポーツ・観光の
振興

19

・新アリーナ・橿原公苑の整備
・スポーツツーリズム
・大河ドラマの活用

奈良県知事
山下 真



新アリーナ・橿原公苑の整備①
国スポ・全スポ大会と大会後に活用するスポーツ施設の整備に向けて整備
基本構想を策定し、現在整備基本計画の策定を進めています。
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スポーツを通じた個人や社会の持続可能な幸福の創出

～多様な人々×多様なスポーツへの親しみ方を通じ、充実した生活を実現～

基本コンセプト（R6.12 橿原公苑再整備基本構想）

子どもから高齢者、障害のある人もない人も、初心者からプロス

ポーツまでの多様な人々がする、観る、ささえる、交流する、感動する、

育む等、多様なスポーツの親しみ方を実践することでスポーツの価値

や効果を最大化し、一人ひとりが実感できる豊かさ実現を目指す。



新アリーナ・橿原公苑の整備②
国スポ・全スポ大会と大会後に活用するスポーツ施設の整備に向けて整備
基本構想を策定し、現在整備基本計画の策定を進めています。
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【活用方針①】 誰もが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる環境づくり

【活用方針②】 県民スポーツの「拠点」としての役割の継承

【活用方針③】 プロスポーツ等による地域の盛上げ

【活用方針④】 地域の多彩な賑わいや交流の創出

【活用方針⑤】 持続可能な公苑運営と社会基盤の整備



新アリーナ・橿原公苑の整備③
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○ 新アリーナ

○ 武道場・弓道場

○ 陸上競技場

○ 野球場

整備施設の構成要素



新アリーナ・橿原公苑の整備④
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○ 新アリーナ（概算工事費：約135億円）

メイン
アリーナ

競
技
床

•国スポ基準に準拠したバスケットボールコート３面以
上の競技床面積（２,6００㎡程度）を確保する。

観
客
席

•Bリーグ、SVリーグ基準に準拠した5,000席以上（固
定席、可動席、仮設席の合計）の観客席を確保する。

サブ
アリーナ

競
技
床

•バスケットボールコート１面以上の競技床面積
（1,200㎡程度）を確保する。

観
客
席

•類似事例を参考に300席程度の観客席を確保する。

※この内容は、現時点での検討内容であり、今後の検討等で変更が生じます。



新アリーナ・橿原公苑の整備⑤
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○ 武道場・弓道場（概算工事費：約65億円）

武
道
場

主道場

道場
•国スポ基準に準拠した各競技試合会場４面以上確保できる競
技床面積（1,000㎡程度）を確保する。

観客席 •類似事例を参考に300席程度の観客席を確保する。

副道場 競技床
•国スポ基準に準拠した各競技試合場２面以上確保できる競技
床面積（約500㎡）とする。

弓
道
場

近的

射場・
的場等

•類似事例を参考に国スポ基準の12人立ちとする。

観客席 •類似事例を参考に100席程度の観客席を確保する。

遠的
射場・
的場等

•類似事例を参考に国スポ基準の６人立ちとする。

※この内容は、現時点での検討内容であり、今後の検討等で変更が生じます。
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新アリーナ・橿原公苑の整備⑥

○ 橿原公苑における第１期工事の内容

新弓道場

駐車場
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新アリーナ・橿原公苑の整備⑦

○ 橿原公苑における第２期工事の内容



新アリーナ・橿原公苑の整備⑧
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・バリアフリー化（車いす観客席の増設 等）

・外野グラウンドの拡張（「公認野球規則」に準拠）

・外野人工芝の張替え

・防球ネットの新設、増設

・スコアボードの更新

・グラウンド照明のLED化

・メインスタンドの長寿命化、観客席の美装化

・トイレ、更衣室、審判員室、記者室等諸室の美装化

○ 野球場（概算工事費：約20億円）

※この内容は、現時点での検討内容であり、今後の検討等で変更が生じます。



新アリーナ・橿原公苑の整備⑨
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・バリアフリー化（車いす観客席の増設 等）

・トラック、インフィールドのリニューアル

・競技場照明のLED化

・メインスタンドの長寿命化、観客席の美装化

・トイレ、更衣室、役員室等諸室の美装化

・多目的広場の練習用走路整備

○ 陸上競技場（概算工事費：約30億円）

※この内容は、現時点での検討内容であり、今後の検討等で変更が生じます。
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新アリーナ・橿原公苑の整備⑩
○ 新アリーナ整備予定地と橿原公苑の位置
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新アリーナ・橿原公苑の整備⑪

○ 想定スケジュール
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スポーツツーリズム①

奥大和地域の自然を活用した

アウトドア・スポーツツーリズムを

推進しています。
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スポーツツーリズム②
奥大和地域の自然を活用したアウトドア・スポーツツーリズムを推進して
います。

１． トレッキングやサイクリングルートの設定

【曽爾村サイクリングルート】
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スポーツツーリズム③
奥大和地域の自然を活用したアウトドア・スポーツツーリズムを推進して
います。

２． アウトドアフィールドや拠点の整備

【バイクラックを設置した拠点のイメージ】



34

スポーツツーリズム④
奥大和地域の自然を活用したアウトドア・スポーツツーリズムを推進して
います。

３．カヤックやトレッキング、サイクリングのガイドなど
人材育成プログラムの実施

【五條市吉野川でのカヤック講習の様子】
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スポーツツーリズム⑤
奥大和地域の自然を活用したアウトドア・スポーツツーリズムを推進して
います。

４． トレイルランニングイベントの開催

【弘法大師の道トレイルランニングの様子】
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スポーツツーリズム⑥
奥大和地域の自然を活用したアウトドア・スポーツツーリズムを推進して
います。

５． 各種媒体によるプロモーションの展開

【JAPAN ECO TRACK 奥大和ルートマップ】
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スポーツツーリズム⑦
株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

アウトドア活動等の促進により、地域の活性化及び県民生活の質の
向上に寄与することを目的に、７月２８日（月）県と株式会社モン
ベルは次の７つの事項において包括連携協定を締結しました。

【協定締結式の様子】
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スポーツツーリズム⑧

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

１．自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること

【環境スポーツイベント SEA TO SUMMITのイメージ】
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スポーツツーリズム⑨

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

２．子どもたちの生き抜いていく力の育成に関すること

【子どもたちが自然体験をしている様子】
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スポーツツーリズム⑩

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

３．自然体験の促進による健康増進に関すること

【トレッキングツアーのイメージ】
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スポーツツーリズム⑪

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

４．防災意識と災害対応力の向上に関すること

【株式会社モンベルによる被災地支援の様子】
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スポーツツーリズム⑫

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

５．地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による地域経済の

活性化に関すること

【モンベルルーム吉野路黒滝店】 【モンベル五條店】



43

スポーツツーリズム⑬

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

６．農林水産業の活性化に関すること

【奈良県フォレスターアカデミーでの実習の様子】
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スポーツツーリズム⑭

株式会社モンベルと包括連携協定を締結しました。

７．高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関すること

【誰もが参加できるスポーツイベント開催のイメージ】
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大河ドラマの活用①
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」を契機として、関連市町村を含めたプロ
モーションを実施します。

ＮＨＫ大河ドラマ｢豊臣兄弟！｣概要

タイトル：｢豊臣兄弟！｣
放送開始：令和８年１月

主人公：豊臣秀長（豊臣秀吉の弟）
想定される奈良県内のゆかりの地：

大和郡山市、宇陀市、高取町

強い絆で天下統一という偉業を成し遂げた
豊臣兄弟の奇跡──
夢と希望の下剋上サクセスストーリー。
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大河ドラマの活用②
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」を契機として、関連市町村を含めたプロ
モーションを実施します。

・奈良県が舞台となる大河ドラマは、1971年｢春
の坂道｣以来55年ぶり。

・2025大阪関西万博が終わり、奈良県にとって
次なる誘客につながる大きなチャンス。

2026年NHK大河ドラマを活用した
誘客促進事業を展開

奈良県と大河ドラマ
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大河ドラマの活用③

〈主なゆかりの地〉

郡山城
秀長の居城

市町村と県の連携

大和郡山市
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大河ドラマの活用④

市町村と県の連携

高取城跡
秀長の家臣 本多利久が城主

〈主なゆかりの地〉 高取町

壷阪寺に存置された
豊臣秀長の木像
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大河ドラマの活用⑤

〈主なゆかりの地〉

宇陀松山城跡
豊臣家大名の居城

市町村と県の連携

宇陀市

豊臣家臣によって整備された城下町
（重要伝統的建造物群保存地区）
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大河ドラマの活用⑥

〈主なゆかりの地〉

吉野町‥秀吉・秀長の支援によって再建された金峯山寺

下北山村‥太閤検地の資料が残る

御所市‥秀長の家臣桑山元晴によって整備された御所まち

橿原市‥秀長の家臣が築いた多賀氏陣屋跡の他、市内各地に所領がある

桜井市‥秀長公供養塔のある長谷寺

市町村と県の連携
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大河ドラマの活用⑦

構成

大和郡山市、宇陀市、高取町、県その他関連機関

主な取組

・地域のお祭り等と連携し、トークイベント等の開催

・県内外イベントへの出展

・地域内周遊の促進

奈良県大河ドラマ『豊臣兄弟！』観光推進協議会

市町村と県の連携
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大河ドラマの活用⑧

奈良県大河ドラマ『豊臣兄弟！』観光推進協議会

令和７年５月29日 奈良県コンベンションセンター

市町村と県の連携

（右から）

金剛宇陀市長
山下奈良県知事
吉岡里帆さん（秀長の妻役）
八津弘幸さん（脚本家）
上田大和郡山市長
中川高取町長
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大河ドラマの活用⑨
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」を契機として、関連市町村を含めたプロ
モーションを実施します。

〈事業概要〉

大河ドラマを契機として、県中南部を含む県全域への誘客を促進

令和７年度（ビフォー大河）の取組内容

SNSや特設サイトを活用した情報発信
パンフレットおよび特設サイトの作成と情報発信

大河ドラマをきっかけとした観光消費額増に向けた取組
お土産もの開発支援のためのセミナーを実施

関連府県と連携した取組
奈良県・愛知県・滋賀県と連携した広域周遊企画の展開
（３県周遊スタンプラリーなど）
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大河ドラマの活用⑩

お土産もの・サービス開発支援セミナー
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大河ドラマの活用⑪
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」を契機として、関連市町村を含めたプロ
モーションを実施します。

大河ドラマを契機として、県中南部を含む県全域への誘客を促進

令和８年度（大河イヤー）

ゆかりのスポットを中心とした県内周遊の促進

ゆかりの地を訪れる旅行商品や体験プランの案内

交通事業者と連携した誘客・周遊企画の展開

〈今後の展開〉
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大河ドラマの活用⑫
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」を契機として、関連市町村を含めたプロ
モーションを実施します。

大河ドラマを契機として、県中南部を含む県全域への誘客を促進

令和９年度（アフター大河）

秀長、城、歴史をテーマとした
地域プロモーションの継続


